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ＨＰは「アバンツァーレ」で検索できます！                           文章責任：畠山明人 hatakeyama@avanzare-sc.com  

 

  

 今回の合宿は、トレーニングマッチをしたことのある庄内ＦＣ 

の協力もあり、櫛引総合運動公園で２日間の合同強化合宿を

行いました。 

 今回、選手たちの活動に求めたことは「主体性」です。選手

同士がよく話しながら、考えて活動することでチームの今後

の戦いの準備という位置づけとしました。 

 選手たちには３年生チームと２年生チームにそれぞれ、ゲー

ムテーマの書かれたファイルを預け、試合ごとにチームと個人

の分析をしてその都度、話し合い修正していく取り組みを繰り

返しました。 

 ノートには『考える力』と題し、以下のことに取り組みました。 

① 試合中の連携の意識 ⇒ １プレー＝３人＋１人 

② 意識・狙いのあるファーストコントロール 

③ 攻守切り替えのスピード 

 （チーム全体、または連携場面な 

どで複数人数による連動性） 

④ 「組織プレー」と「個人」の 

 強さ 

⑤ パスを入れるタイミングを狙う 

（パスが味方におさまる、味方が 

動き出すタイミングが見れる） 

以上のことを選手たちが１ゲームごと 

評価して話し合い、修正を続けていきました。 

①について。これは、アバンの意識している選手の距離間で

ボールを動かす際に、パスの連携に最低でも３人は関わって、

「固まってきたら、別の１人が関わってボールを動かしていく方

向を変える（サイドチェンジや相手プレスの逆をつく）ことを選

手の判断で行います。 

高いレベルでリーグでも取り組んでおり、選手同士が関わり

テンポよくプレーできていると相手ペナルティエリア付近での

アイディアも増えてきたように思います。 

 ②については、ファーストコントロールの意識は新人チーム

も含めてチームの「生命線」ともいえる基礎技術です。これは

今後も継続して取り組んでいきましょう。 

 ③と④については「個人」の成長が求められます。チームへ

の「献身性」、これはプレーだけでなく、人が面倒くさいと思う

ことを率先してできる「精神性」や「気づき」、そして関わる「積

極性」と「気遣い」も大事です。 

 ⑤パスを成功させるために、 

「相手の準備や反応」、「相手が 

何を狙っているのか」も含め 

た観察と判断が大事です。 

今後の活動では、以上のこ 

とを高円宮杯に向けて、そして 

控える新人戦に向けて更に強 

化していきたいと思います。 

 

 

 

 

チームの中で強化する上で大事な位 

置づけとして取り組まれているコミュケ 

ーション。 

合宿中も、選手が主体的に「話す・聞く 

」時間を大事に活動しました。 

写真のように３年生・２年生以下のチー 

ムそれぞれで、試合の内容について話 

し修正を繰り返すことで仲間の考えを 

知り、試合中の選手間の繋がりを強くす 

ることを２日間の目的としました。 

 

 

 

 今回の合宿で、運動量が伴うトレーニン 

グ、試合中も「走りの量」を求めました。 

時間をみつけ身体に負荷のかかった状態 

で写真のような傾斜の場所でリフティング 

やパス＆ゴーなど繊細なボールコントロー 

ルにも取り組みました。 

 試合のテーマもある中で、技術面、そし 

て最も力を入れたのが「観る」部分です。 

プレー中の観察力を磨き、判断力と質の高 

い技術でＭＪリーグ、迫る新人戦も戦ってい 

くため取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

例年に比べアバンの中３は身長こそ大きい 

方ですが、線は細いです。そのため、上半身 

と下半身の筋肉バランス強化も目的として 

活動しました。 

櫛引総合運動公園の中にはサッカーグラ 

ウンド周囲に陸上トラックなど素晴らしい環境 

だったので迷うことなく強化に励みました。 

まずは４００ｍ強の外周途中で、階段昇降を 

繰り返しながら進むエリアと、直線ダッシュを 

するエリアを走ったすぐ後に上記②のトレー 

ニングと同じ傾斜を「トガゲ」のように這い進 

む上半身の体幹トレーニングなども実施しま 

した。かなり、ハードだったと思いますが、乗 

り超えた強さで今後も戦いぬこう。 

疲れま

した 
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ある日のトレーニング。テーマは『フィジカル強化』。クラブユースで感じ

たフィジカルの大切さ、強化合宿で向き合った自分のフィジカルの現状。こ

こからは、個人でも取り組みが重要で３年生は高円宮杯・高校での活動、２

年生以下は新人大会や来年度の活動にまで影響が及びます。 

当日はまず公園敷地内約６００ｍを２０分間走。７０％くらいの力で走り、

残り１０分から８０、９０％とスピードをあげていきます。その後、サッカーグラ

ウンドの外周約４００ｍを全力で１０本。６周目あたりから疲労・乳酸が蓄積し

て、メンタルも試される領域に。そして後半の周回では、１本終わるごとに

その場に膝から崩れ落ちる選手もいました。 

走って追い込んだ後は体幹強化。負荷がかかり腹筋がつらくなる選手

も。普段から「負荷」をかけたトレーニングの重要性を意識して取り組むこ

とを皆で再確認しました。 

今後は、トレーニングの負荷と食事の部分、トレーニング後の身体の調

整にも意識高く取り組んでいきましょう。コーチも協力しますよ。。。 

 

 

 

 今回は、新たにアバンツァーレに加わった選手を紹介しま

す。船岡中学校３年生の水野心温くんです。 

心温くんは中学総体日程の中、平日のﾃクニカルスクール

に参加してきました。 

心温くんのゴールキーパーとしての実力は高いです。ま

た、人柄も選手たちに認められるいい選手です。 

トレーニングマッチも何度かしましたが、ピッチでの仲間へ

の立ち振る舞いは堂々としていて信頼も厚く、仲間の心を勝

負に向けてくれる熱い選手です。 

短い活動期間となると思いますが、アバンに入りサッカー

を続けたい、リーグで一緒に戦いたい。ユースに向けても高

い志を持っています。 

どうぞ応援よろしくお願いします。力強いプレーに注目です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

はじめまして。水野心温で 

す。アバンに入ったのは、今年 

はＭＪ２部でも、強いチームだ 

と聞いたので入ることに決め 

ました。 

短い期間になりますが、ＭＪ１ 

部に昇格できるよう少しでも 

アバンの力になれるように頑 

張ります。 

アバンの活動で頑張りたい 

ことは、まずレギュラーをとれ 

るように誰よりも努力して、活 

躍していきたいです。 

僕はキックが武器なので、

パントキックでアシストできるように技術を磨いていきたい 

です。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日の高校インターハイの会場で、今年卒業した高億１年生

の吉田飛来（よしだひらい）くんと偶然、再会しました。 

現在、利府高校に通う飛来くんは、大会運営の手伝いで会

場にいたそうです。サッカーの活動はフィジカルトレーニング

もあり大変そうです。アバンではサイドバックでしたが、高校で

はトップ下。話し方にも表れていましたが充実した表情でした。

そんな飛来くんからのメッセージを紹介します。 

『高校生になって生活習慣や学校の過ごし方も環境が一気

に変わります。連絡もあまり詳しくは伝えられません。自分た

ちで時間を見ながら生活し自分のことは自分でやるというの

が当たり前になりました。 

高校生になるとまた違った人たちと接することになり、楽し

いことも増えた気がします。それに、目的がはっきりとしてくる

ので、やりたいことに専念できると思います。 

高校サッカーは、フィジカル練習がとても多く走りや体幹な

ど、一から技術を学ぶことも少なくなります。なので、今のう

ちに技術力を上げるように自主練習などを怠らない方がいい

と思います。高円宮杯での活躍を応援しています。』 

          

 夏の高校サッカーインターハイ初戦。東北学院と浦 

和西戦を観戦してきました。当日はあいにくの雨でし 

たが、アバンジュニアＳＣのＯＢ選手２名、その当時に 

トレセンメンバーとして顔を合わせたことのある選手 

が出場し、躍動していました。 

ＤＦの中心選手としてチームを支えたり、ある選手 

は攻撃的サイドの中心選手として持ち味のドリブル技 

術による「個」の強さを見せてくれた選手。見ごたえ 

のある試合でした。 

 学院高校は惜敗となりましたが、選手たちも勉強に 

なりました。今後の活動に活かしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年のジュニアユースはよい経験を積めています。一つはクラブユー

ス東北大会に出場できたこと。数名ですが２年生も出場できたこと。出場

した選手と１・２年生が一緒にトレーニングできてること。チームにとって

大きな力となっています。選手みなさんが頑張った証ですね。 

 とても良い経験が出来ているわけですが、新人大会や来年度の活動

を考えた時、選手たちには乗り越えるべきことがあります。 

それは、今年の２年生は３年生やスクールの小学生への関りが少ない

状況です。同学年で行動することが多いのが気がかりです。 

課題は個人の「積極さ」、「意思表示・自己主張」がもう少し成長しない

ことには、よい雰囲気で新人戦を戦えません。全て「勝利」のためという

ことでなく、「チームと個人」の成長を考えてもらいたいです。 

そこでチームミーティングで「本音」をぶ 

つけ合う時間を設け、１年生からも積極的な 

意見も出ました。 

 選手の大半からトレーニングでの取り組 

みの意識、雰囲気、そしてコミュニケーショ 

ンが足りないとされました。 

強いチームになろう。いいチームにしよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キツい 
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